
 

2025年度活動概要     東アジア英語教育研究会 

 

東アジア英語教育研究会は 1993年に発足して以来、九州・沖縄支部内外の多くの参加

者のご支援を得て、お陰様で 32年間に亙る活動の歴史を刻むことができている。その研

究領域は初期の韓国・中国・台湾の東アジア英語教育から徐々に広がりを見せ、現在では

広く英語教育一般を受け入れている。 

研究会は 2020年に至るまではほぼ毎月 1回のペースで実施されていたが、2020年はコ

ロナ禍のため、それまで会場として使用させていただいていた大学の施設が使用困難とな

った。そのため 2020年 2月(第 205回) から同年 9月(第 211回) にかけて中止すること

となった。その間、開催方法の検討を行った結果、同年 10月(第 212回) からは Zoomを

使用したオンライン研究会を開催することとなったが、参加者は九州・沖支部メンバーだ

けでなく、東北・関東・関西・中国四国支部からもご参加いただいた。 

2021年度の特別行事としては、7月に関東支部の「言語政策研究会」と九州・沖縄支部

の「東アジア英語教育研究会」の合同研究会を実施。2022 年度も 7 月に同 2 SIG による

合同研究会を実施した。また 8月には九州・沖縄支部担当の第 61回国際大会の SIG発表

枠で当 SIG が 4 件の発表を行った。2023 年度は関西支部の「海外の外国語教育研究会」

を併せた 3 SIG 合同の研究会を実施した。また、12 月にはお茶の水女子大学で開催され

た第 6回 JAAL in JACETで東アジア英語教育研究会の活動報告をポスターで実施した。 

2024 年度は、研究会を 8 回実施したが、3 回ほど対面式で実施することができた。2025

年度は完全にオンライン形式から対面式へ移行し、7月には関東支部からゲストをお迎え

してご発表いただいた。また、12月には立命館大学大阪茨木キャンパスで開催された第 8 

回 JAAL in JACETで当 SIG活動報告をポスターで実施し、翌 2026年 1月には関西支部か

ら講師をお迎えして学術講演会を実施した。 

 


